
（別紙３）

～ R8年1月31日

（対象者数） 21 （回答者数）
18

～ R8年3月15日

（対象者数） 10 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
個々の子供の「好き」をさらに伸ばせるよう、プログラムの

質の向上とバリエーションの確保を継続する

2
職員間での情報共有を徹底し、子供の小さな変化やサインを

見逃さない体制を維持・強化する。

3

面談の機会を大切にし、保護者との信頼感のある関係性を維

持していく。また保護者様及び関係機関と連携し一貫した支

援を目指す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
情報システムの入れ替え等を含め、保護者が日常の様子をよ

り手軽に確認できる仕組みを構築する。

2

地域の行事への参加検討や、イベントの開催など、地域に開

かれた事業所を目指す。

保育所等との交流については、機会を探っていく。

3
土日の活用やオンライン開催も検討し、悩み共有や情報交換

ができる場を定期的に設ける。

○事業所名 ピタゴラ未来塾神戸

○保護者評価実施期間
R8年1　月17　日

○保護者評価有効回答数

R8年3月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者同士の交流や行事参加機会の不足
保護者交流会やペアレント・トレーニング等の開催が少なく、

保護者間の横のつながりを作る場が持てていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

HPやSNS等を活用した情報発信の不足
活動内容やスケジュールの周知は行っているが、SNSの利用に

ついては実施が進んでいない。

保育所や児童館との交流の機会や地域住民との交流の機会が少

ない。

地域住民との交流が年に1回程度となり、また保育所や児童館

とのつながりがなく、交流が行えていない。

多様で専門性の高い活動プログラムの提供
外出、創作、運動、おやつ作りなど、子供の特性や興味に合わ

せた多彩なメニューを用意している。

子供が安心して楽しく通所できる環境
「楽しく通っている」「安心している」との回答が非常に多

く、子供の情緒面に配慮した関わりができている

適切な個別支援計画の作成と実施
保護者のニーズや子供の状況を丁寧にモニタリングし、具体的

で納得感のある計画を作成・実行している。

事業所における自己評価総括表公表


